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特別会計の決算状況
(単位：千円)
差し引き
（Ａ－Ｂ）

証 紙 8,168,840 7,618,181 550,659
土 地 取 得 2,552,768 2,552,768
母 子 寡 婦 福 祉 資 金 132,645 92,566 40,079
農 業 改 良 資 金 136,388 96,495 39,893
林 業 改 善 資 金 287,408 32,905 254,503
沿 岸 漁 業 改 善 資 金 147,955 35,644 112,311
公 営 競 馬 14,849,645 14,849,645
中小企業近代化資金貸付金 5,832,636 3,473,591 2,359,045
金沢西部地区土地区画整理 1,993,562 1,971,996 21,566
流 域 下 水 道 5,623,385 5,619,701 3,684
育 英 資 金 419,042 405,695 13,347

合　　　　　計 40,144,274 36,749,187 3,395,087

  歳入決算額　Ａ   歳出決算額　Ｂ会　   計   　名

Ⅲ 特別会計・事業会計の決算はどうですか。 
 
１ 特別会計 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
２ 事業会計 
 
 
 
 
 

○ 平成 15年度の 11特別会計の歳入決算総額は 401億円、歳出決算総額は 367億円でいずれ
の会計も黒字となり、収支差額 34億円は平成 16年度に全額繰り越しています。 

○ 中小企業近代化資金貸付金特別会計などにおいて、大きな収支差が発生していますが、これ
は中小企業の設備投資に対する貸付金の償還金などが平成 15 年度の貸し付けに必要な財源
を上回ったことなどによるものです。 

特別会計 
県が特定の事業を行う場合に、特定の収入をもって特定の支出に充てる事業について、
一般会計の歳入歳出と区分して経理する会計をいい、本県には 11の特別会計(Ｈ16.3.31現
在)があります。例えば、大学生や高校生などの方に対して無利子の奨学金を貸与している
育英資金特別会計については、その貸付に必要なお金として一般会計の負担のほか、過去
に貸付した方から返済いただくお金を充てることとしています。 

ひとくちメモ
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収 益 的 収 支 13,507,623 13,246,437  261,186
資 本 的 収 支 1,653,575 2,084,623 △ 431,048
収 益 的 収 支 3,017,241 2,915,077  102,164
資 本 的 収 支 167,780 249,283 △ 81,503
収 益 的 収 支 157,315 1,598  155,717
資 本 的 収 支  
収 益 的 収 支 1,375,130 1,208,763  166,367
資 本 的 収 支 925,983 758,689  167,294
収 益 的 収 支 8,223,883 8,940,363 △ 716,480
資 本 的 収 支 3,277,734 7,605,698 △ 4,327,964
収 益 的 収 支 26,281,192 26,312,238 △ 31,046
資 本 的 収 支 6,025,072 10,698,293 △ 4,673,221

計 32,306,264 37,010,531 △ 4,704,267

△印減 (単位：千円)
事業会計決算の収支

港湾土地造成事業

電 気 事 業

水道用水供給事業

合　　　　　計

会　   計   　名 差し引き
（Ａ－Ｂ）

中 央 病 院 事 業

高 松 病 院 事 業

歳入決算額  Ａ 歳出決算額 Ｂ

 
２ 事業会計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 平成１５年度の５事業会計の収益的収支の歳入決算総額は 263 億円、歳出決算総額は 263
億円となりました。資本的収支の歳入決算額は 60億円、歳出決算額は 107億円となってい
ます。 

○ なお、事業会計において重要な経営指標である不良債務（実質的な資金不足）は、平成 15
年度末には全て解消しました。これからも、不良債務が生じることの無いよう、経営の改善
を重ねていきたいと考えています。 

事業会計 
企業的色彩の強い会計をいい、本県には５つの事業会計があります。例えば、県立中央病
院や高松病院といった病院事業は、高度医療部分など一般会計が負担すべき部分を除いて、
受診者からの収入をもって必要な経費を賄うことを原則としています。 
収益的収支 
企業活動に伴い発生する収益（収入）とそれに対応する費用（支出）で、収入は料金収入
のほか受取利息等、支出は人件費、施設の維持管理費や減価償却費のほか支払利息等であり、
損益計算書に計上される収支です。 
資本的収支 
収益的収支に計上されないお金の動きで、支出は施設整備、資産の取得、企業債（借入金）
の返済などで、収入は企業債（長期借入金）や国庫補助金等です。 
不良債務 
 流動負債（１年以内に支払い期限が到来するもの）の額が流動資産（１年以内に現金化が
予定されている資産）の額を超える額で、資金面で当面の支払い能力を超える債務で実質的
な資金不足とも呼ばれています。 

ひとくちメモ


